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学位論文内容の要旨
トルケテノウイルス(TrV)は、|嘩摘なrの体液から検出される.しかし、これらの体
焼だけで新世代への伝婚を説明するのは翻難であり、体構以外の伝楠Fレートでゐる呼気か
らのTTVDNA検出を試みた.
唾液を含まないように収集した目撃気凝縮液(EBC)、ttUに短気縦縮機(RAC)について、
semi'nested PCR訟でヤrVDNAの有無を調べた.
7名の被検宥から 50検体の EBCを取縦し、 TIVDNAの有無を検討したところ、 S名、
13検体が蹄憾であった@また、口から 20、40、8011び 160cm離れた場所で収集した各
20検体的RNCを調べた結果、各々8、6、2及びl検体から TIVDNAが検出さ札た.さ
らに、室内の最も央部と出入り r:1付近で各20検体のRACを締べると、 ITVDNA働性本
は、最も奥部 (40%)が出入り口付近 (lu%) よりも有意に高かった.
呼気からTTVDNAが検出されたことから、呼気も幼児期に起こる'1"l'V伝婚経憾の一つ
である可能性が尽唆された。また、ヒトから 180cm以上離れt:関空気中からも'J'TVDNAが
検出されたことから、'rTVl立空気感染する可能性が示唆されたe
論文審査の結果の要旨
論文審査聾霞:
トルケデノウイルス (TTV) は納品で~掃する DNA ウイ Jレ 3えとして弗見されたが、夜
捧的な満載の原闘kしてではな〈、歯燭病や1、"IJ.の呼扱幕隙帯の増離間子台しての
可敵性が雑主主されている。人では生γ時十こはTTVI唾佐であるが、 2競になるまでにほ
ぼ100弘暗換してし主う.しかし手の信樺様式ほ不明である.ぞれ弁明らかにする
ために本研究を行った。体棋をi在じての車競的な感撮らタトに.特に空気感染の可能
性を噴討するため，呼気や設内密費ltFのウノルス的存率をPCR訟で桧討した。その
結果、 uや鼻からむ呼気中仏TTY吋DNAが検~され、?イ Jレ丸心僚出最は故検者から
の眠離に選比例 L.t.:，.さら V検検者が居る室院で円から十分雌れた室内寒気からも
TTV寸断が検出され，たe よ闘の結果はHV~空気感染で信揺する可鞍慨を示唆し「にいる
.この研究陪輪臥以外，~全く知られ 7ていないïTl!の伝様織式を明らかにする上で重
要な知~ーと考えられる.
